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⇒
関
根
佳
菜
美
代
議
員

（
県
職
連
合
）

　

公
立
岩
瀬
病
院
は
、
厳
し

い
経
営
状
況
。
こ
の
ま
ま
で

は
手
元
資
金
が
２
年
で
枯
渇

す
る
。
全
適
移
行
に
よ
り
経

営
自
立
を
強
い
ら
れ
、
設
置

者
の
自
治
体
は
負
担
を
免
れ

た
。
15
年
間
、
独
自
給
与

カ
ッ
ト
が
続
い
て
い
る
。
全

適
は
働
く
側
に
と
っ
て
警
戒

す
べ
き
施
策
。
他
自
治
体
へ

の
波
及
が
危
惧
さ
れ
る
。
県

本
部
に
は
情
報
の
収
集
・
共

有
、
指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

　

公
立
病
院
の
運
営
は
今

後
、
自
治
体
財
政
の
重
荷
に

な
っ
て
い
く
。
当
該
自
治
体

の
職
労
と
病
職
労
の
対
立
を

避
け
る
た
め
、
県
本
部
に

は
、
各
単
組
が
一
体
感
を

持
っ
て
議
論
で
き
る
よ
う
配

慮
願
い
た
い
。

　

当
単
組
も
他
の
単
組
や
県

本
部
な
ど
へ
の
説
明
を
始
め

て
い
る
が
、
自
治
体
の
裁
量

を
越
え
た
課
題
で
あ
る
。
自

治
労
の
政
治
闘
争
に
、
改
め

て
、
地
域
医
療
の
課
題
を
位

置
づ
け
て
頂
き
た
い
。

供
と
引
き
続
き
の
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

⇒
大
内
敦
夫
代
議
員

（
県
職
連
合
）

　

県
の
勧
告
は
、
３
年
連
続

の
月
例
給
・
一
時
金
と
も
に

大
幅
な
引
上
げ
。
物
価
高
騰

下
で
は
不
満
も
残
る
内
容
だ

が
、
県
職
連
合
も
確
定
闘
争

を
全
力
で
取
り
組
む
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
を

県
当
局
へ
求
め
た
。
県
の
把

握
す
る
相
談
件
数
は
30
件
超

で
、
認
定
さ
れ
た
の
は
０
件

と
信
じ
が
た
い
回
答
。
そ
も

そ
も
、
パ
ワ
ハ
ラ
認
定
以
前

に
、
そ
う
し
た
声
が
あ
が
る

こ
と
が
問
題
。
改
善
を
粘
り

強
く
求
め
る
。

　

県
立
社
会
福
祉
施
設
の
あ

り
方
見
直
し
で
、
若
松
乳
児

院
が
２
０
２
５
年
度
よ
り
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
す

る
。
当
該
職
場
の
組
合
員
は

退
職
か
、
異
動
を
迫
ら
れ

る
。
組
合
と
し
て
、
組
合
員

の
意
向
確
認
を
行
っ
て
き

た
。
県
の
責
任
で
、
希
望
ど

お
り
の
異
動
と
な
る
よ
う
取

り
組
む
。

提
供
と
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
同
日
に
複
数
の
封
筒
が

届
く
こ
と
が
あ
る
が
、
共
済

県
支
部
も
含
め
一
つ
の
封
筒

に
で
き
な
い
か
。

⇒
井
上
和
弥
代
議
員

（
福
島
市
職
労
）

　

政
治
闘
争
は
組
織
の
団
結

を
内
外
に
示
し
、
組
織
強
化

を
求
め
る
手
段
と
し
て
も
重

要
だ
。
衆
院
選
も
あ
る
が
、

来
年
夏
は
参
院
選
を
迎
え

る
。
し
っ
か
り
取
り
組
み
た

い
。

　

県
の
勧
告
は
引
上
げ
改
定

と
な
っ
た
が
、
本
市
の
財
政

事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
独
自

カ
ッ
ト
の
可
能
性
も
あ
り
う

る
。
交
渉
強
化
を
図
る
。

　

現
業
職
場
で
は
、
人
員
確

保
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。

本
年
４
名
の
採
用
試
験
が
実

施
さ
れ
た
が
、
継
続
し
た
採

用
試
験
の
実
施
が
必
要
だ
。

安
心
し
て
定
年
ま
で
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
環
境
改
善
を

勝
ち
取
る
べ
く
交
渉
を
進
め

て
い
く
。

　

県
本
部
に
は
各
単
組
の
交

渉
・
妥
結
状
況
等
の
情
報
提

　

大
会
冒
頭
、
澤
村
英
行
中

央
執
行
委
員
長
が
あ
い
さ

つ
。
２
０
２
４
確
定
闘
争
、

政
治
闘
争
の
推
進
の
２
点
に

つ
い
て
触
れ
、
こ
れ
ら
取
り

組
み
の
強
化
と
県
本
部
へ
の

結
集
を
訴
え
た
。

　

ま
た
、
自
治
労
本
部
・
木

村
ひ
と
み
副
中
央
執
行
委
員

長
、
連
合
福
島
・
澤
田
精
一

会
長
の
ほ
か
、
地
元
開
催
市

の
内
田
広
之
い
わ
き
市
長
な

ど
多
く
の
ご
来
賓
か
ら
お
祝

い
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

報
告
・
承
認
事
項
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
提
案
。
承
認

を
得
た
後
、
議
事
に
入
り
、

執
行
部
よ
り
「
２
０
２
５
年

度
運
動
方
針
（
案
）」
を
は

じ
め
と
す
る
４
つ
の
議
案
に

つ
い
て
提
案
し
た
。

　

２
日
に
わ
た
る
大
会
で

は
、
こ
れ
ら
報
告
や
議
案
に

対
し
、
10
名
の
代
議
員
か
ら

補
強
意
見
等
の
発
言
が
あ
っ

た
。
鈴
木
茂
書
記
長
か
ら
の

執
行
部
答
弁
、
澤
村
委
員
長

か
ら
の
総
括
見
解
の
後
、
す

べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可

決
・
承
認
さ
れ
た
。

⇒
松
下
義
光
代
議
員

（
飯
舘
村
職
労
）

　

飯
舘
村
長
選
に
お
い
て
、

推
薦
候
補
・
杉
岡
誠
氏
が
新

人
候
補
に
大
差
を
つ
け
再
選

を
果
た
し
た
。
期
間
が
な
い

中
の
推
薦
決
定
と
な
っ
た

が
、
改
め
て
結
果
に
つ
い
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

⇒
佐
々
木
洋
介
代
議
員

（
会
津
若
松
市
職
労
）

　

中
途
採
用
の
た
め
、
入
庁

時
、
給
料
が
下
が
っ
た
立
場

だ
が
、
執
行
委
員
に
な
り

「
執
行
部
は
中
途
採
用
者
の

賃
金
改
善
に
本
気
で
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
」
と
訴
え
た

と
こ
ろ
、
書
記
長
か
ら
、
賃

金
改
善
の
た
め
の
協
力
を
要

請
さ
れ
、
現
在
も
執
行
部
を

担
っ
て
い
る
。

　

中
途
採
用
者
の
格
付
け
も

組
合
の
取
り
組
み
に
よ
り
以

前
よ
り
は
改
善
さ
れ
た
こ
と

な
ど
を
知
っ
た
。
一
方
で
、

同
学
年
の
新
卒
採
用
者
と
の

較
差
は
生
涯
に
わ
た
り
解
消

さ
れ
な
い
こ
と
も
知
っ
た
。

　

今
春
闘
の
団
交
で
、
人
事

院
の
通
知
に
基
づ
く
改
善
も

言
及
が
あ
り
、
現
在
、
労
使

間
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

　

県
本
部
に
も
情
報
共
有
と

指
導
を
お
願
い
し
た
い
。

⇒
折
笠
有
基
代
議
員

（
南
相
馬
市
職
労
）

　

初
任
給
改
善
を
勝
ち
取
っ

た
が
、
改
善
は
若
年
層
に
と

ど
ま
る
。
合
併
後
採
用
の
職

員
の
給
与
が
抑
制
さ
れ
、
ポ

イ
ン
ト
賃
金
に
到
達
し
て
い

な
い
。
解
決
に
努
め
る
。

　

本
市
の
年
間
残
業
時
間
は

震
災
前
よ
り
４
倍
近
く
増

加
。
組
合
で
は
組
合
員
か
ら

の
聴
き
取
り
と
、
ス
ロ
ー
ガ

ン
旗
を
掲
げ
、
ノ
ー
残
業

デ
ー
の
声
掛
け
に
取
り
組
ん

だ
。
結
果
、
特
定
の
部
署
が

恒
常
的
に
残
業
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
も

超
勤
縮
減
に
む
け
取
り
組
み

た
い
。

　

単
組
の
組
織
力
低
下
を
痛

感
す
る
。
引
継
ぎ
が
な
さ
れ

ず
、
活
動
が
形
骸
化
し
て
い

る
こ
と
も
否
め
な
い
。
組
織

力
強
化
の
取
り
組
み
事
例
を

情
報
提
供
願
い
た
い
。

⇒
島
田
浩
光
代
議
員

（
須
賀
川
市
職
労
）

　

須
賀
川
市
長
選
で
は
推
薦

候
補
の
大
寺
正
晃
氏
が
、
見

事
初
当
選
を
果
た
し
た
。

　

県
本
部
予
算
案
に
つ
い
て
、

郵
送
料
が
値
上
げ
と
な
る
が
、

昨
年
同
額
で
よ
い
の
か
。
経

費
の
削
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

の
観
点
か
ら
も
、
単
組
の
希

望
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
で
の

　

自
治
労
福
島
県
本
部
は
、
10
月
11
日
～
12
日
の
日
程
で
、
い
わ
き
市
「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」

で
第
１
１
５
回
定
期
大
会
を
開
催
。「
２
０
２
５
年
度
運
動
方
針（
案
）」
な
ど
４
件
の
議
案
を
絶
対
多
数
で

可
決
決
定
し
た
。
い
わ
き
市
で
の
大
会
は
９
年
ぶ
り
、「
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
」
で
の
開
催
は
16

年
ぶ
り
。
２
７
０
名
超
の
組
合
員
が
参
加
し
、
活
気
あ
る
大
会
と
な
っ
た
。

第115回
定期大会

多
く
の
仲
間
が
い
わ
き
に
結
集

活
発
な
議
論
で
２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
を
確
立

大会には代議員168名、傍聴と執行部を含め、全体で270名が結集し、２日間に渡り議論と交流を深めた。

各
単
組
発
言
概
要

自治労表彰者

第19年次地方自治研究レポート表彰

県本部第35回機関紙コンクール審査結果

福 島 市 職 労� 大　塚　友　宏 さん
喜多方市職労� 長谷川　　　薫 さん
いわき市職連合� 松　本　智　和 さん
いわき市職連合� 山　岸　照　幸 さん
いわき市職連合� 菅　波　新　一 さん
福島県職連合� 和　知　　　聡 さん

優秀賞　第３専門部会
「復興におけるまちづくりにかかわる

職員の現状について」　
～震災・原発事故～

参加21単組２総支部31紙
賞 単　組　名 機関紙名

最 優 秀 賞 伊 達 市 職 労 伊 達 結
優 秀 賞 須 賀 川 市 職 労 速 報「 若 い 丘 」
優 秀 賞 浅川町職員組合 蕾（ つ ぼ み ）

佳　　 作 二 本 松 市 職 労
女 性 部 ハ ー モ ニ ー

佳　　 作 いわき市職連合
青 年 部 す る め

佳　　 作 会 津 総 支 部 あ い づ

努 力 賞 伊 達 市 職 労
女 性 部 こ ぶ し

努 力 賞 桑 折 町 職 労 自 治 労 ニ ュ ー ス
努 力 賞 いわき市職連合 自 治 労 い わ き
努 力 賞 大 熊 町 職 労 自 治 労 お お く ま

団体生命共済・
追加募集について

追加募集締切日　2024年12月15日
契 約 発 効 月　2025年₂月
※加入申し込みは、組合（単組）共済担当者まで
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明
確
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
示
す

こ
と
が
大
切
だ
。
産
別
と
し

て
の
意
見
反
映
と
、
真
摯
な

検
討
を
お
願
い
す
る
。

⇐
鈴
木
規
睦
代
議
員

（
い
わ
き
市
職
連
合
）

　

公
表
さ
れ
た
「
個
別
施
設

計
画
」
で
は
、
直
営
施
設
の

多
く
が
「
あ
り
方
見
直
し
」

「
廃
止
」
と
記
載
さ
れ
、
該

当
職
場
の
組
合
員
か
ら
、
不

安
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
。
直

営
を
堅
持
し
、
働
く
場
を
守

る
た
た
か
い
を
展
開
す
る
。

　

組
合
に
対
し
、
人
事
評
価

の
本
格
稼
働
に
係
る
説
明
が

あ
っ
た
。
評
価
結
果
の
昇

給
・
勤
勉
手
当
へ
の
反
映
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
改
め
て

交
渉
を
求
め
る
。

　

当
単
組
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
組
織
強
化
に
つ
い
て
、

⇐
五
十
嵐
久
雄
代
議
員

（
喜
多
方
市
職
労
）

　

定
年
延
長
選
択
の
割
合
、

職
務
・
職
責
の
調
査
や
分
析

を
お
願
い
す
る
。

　

来
年
、
団
体
生
命
共
済
の

若
年
層
の
掛
金
引
下
げ
が
完

成
す
る
。
運
動
方
針
強
化
の

た
め
、
議
論
を
お
願
い
す
る
。

　

組
強
計
画
の
「
県
本
部
に

よ
る
単
組
活
動
の
活
性
化
」

の
た
め
、
内
局
体
制
の
強
化

を
お
願
い
す
る
。

　

連
合
福
島
で
は
、
17
地
区

連
合
を
６
地
域
に
集
約
す
る

議
論
が
始
ま
っ
た
。
主
な
理

由
は
、
担
い
手
不
足
だ
が
、

都
市
部
外
の
地
区
連
合
を
支

え
て
き
た
自
治
労
や
諸
先
輩

方
の
努
力
を
踏
ま
え
れ
ば
無

責
任
な
話
だ
。
今
後
の
組
織

の
発
展
、
拡
大
に
寄
与
す
る

今
年
も
、
目
標
に
は
程
遠

い
。
入
庁
か
ら
半
年
経
過
の

今
月
よ
り
、
オ
ル
グ
を
実
施

し
、
加
入
拡
大
を
図
る
。

　

い
わ
き
市
議
選
で
は
協
力

候
補
「
か
み
か
べ
充
」
に
大

き
な
支
援
を
頂
い
た
。
今
後

も
、
協
力
議
員
と
連
携
し
、

取
り
組
む
。

⇐
小
泉　

誠
代
議
員

（
国
保
連
労
組
）

　

国
保
連
合
会
は
、「
審
査

支
払
機
関
」
と
し
て
、
国
民

皆
保
険
制
度
を
支
え
て
い
る
。

　

国
保
は
被
保
険
者
の
高
齢

化
、
所
得
が
低
い
傾
向
、
医

療
費
が
高
い
等
、
構
造
的
な

問
題
を
抱
え
て
い
る
。
被
用
者

保
険
の
適
用
拡
大
が
進
め
ば
、

財
政
基
盤
や
保
険
者
機
能
に

致
命
傷
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

ま
た
、
政
府
が
昨
年
閣
議

決
定
し
た
「
改
革
工
程
」
で

は
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国

保
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

へ
の
加
入
に
向
け
た
見
直
し

に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い

る
。
全
国
市
長
会
は
「
国
保

等
の
制
度
破
綻
を
招
く
こ
と

か
ら
断
固
行
わ
な
い
こ
と
」

と
の
重
点
提
言
を
政
府
へ
提

出
し
て
い
る
。

　

国
民
目
線
で
国
保
連
合
会

が
必
要
な
存
在
で
あ
る
こ
と

を
発
信
し
て
い
く
。

中
途
採
用
者
の
格
付
け
改
善

　

先
進
事
例
と
し
て
は
国
家

公
務
員
の
事
例
が
挙
げ
ら
れ

る
。
佐
々
木
代
議
員
自
身
が

中
途
採
用
者
の
立
場
と
の
こ

と
だ
が
、
当
事
者
の
声
ほ
ど

響
く
要
求
は
な
い
。
中
途
最

採
用
者
の
格
付
け
改
善
の
た

め
、
執
行
部
に
加
わ
っ
た
決

意
に
敬
意
を
表
す
る
。

初
任
給
の
格
付
け
改
善

　

県
内
の
多
く
の
単
組
は
県

職
同
等
の
初
任
給
格
付
け
に

な
っ
て
い
な
い
。
南
相
馬
の

改
善
は
弱
年
層
に
と
ど
ま
る

と
の
こ
と
だ
が
、
労
使
交
渉

の
末
、
妥
結
し
た
成
果
に
敬

意
を
表
す
る
。

超
過
勤
務
縮
減
の
取
り
組
み

　

南
相
馬
市
職
労
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
旗
を
掲
げ
た
声
掛
け
は

画
期
的
。
目
に
見
え
る
活
動

で
あ
る
の
も
よ
い
。
今
後
の

成
果
を
期
待
す
る
。

組
織
強
化
の
取
り
組
み

　

福
利
厚
生
事
業
や
レ
ク
事

業
は
組
合
活
動
へ
の
参
加
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
。
う
ま

く
活
動
に
取
り
入
れ
て
ほ
し

い
。
県
本
部
も
学
習
会
の
講

師
を
派
遣
す
る
し
、
好
事
例

の
情
報
収
集
も
行
い
た
い
。

政
治
闘
争

　

民
主
的
な
労
使
関
係
の
構

築
の
た
め
、
一
番
有
効
な
の

は
推
薦
首
長
の
確
立
だ
。
推

薦
首
長
確
立
単
組
の
労
使
関

係
の
成
熟
を
期
待
す
る
。

　

い
わ
き
市
議
選
再
選
の
上

壁
充
さ
ん
に
は
、
引
き
続
き

の
連
携
を
お
願
い
す
る
。

　

参
院
選
に
む
け
て
も
、
県

本
部
方
針
に
対
す
る
ご
理
解

を
お
願
い
す
る
。

予
算
案
に
つ
い
て

　

郵
送
料
は
昨
年
実
績
か
ら

昨
年
同
額
の
判
断
。
共
済
県

支
部
と
は
費
用
按
分
の
問
題

か
ら
同
一
封
筒
は
不
可
。
過

去
の
検
討
経
過
を
踏
ま
え
、

郵
送
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

職
場
課
題
解
決
に
む
け
、

引
き
続
き
、
統
一
闘
争
へ
の

結
集
を
お
願
い
す
る
。

２
０
２
４
確
定
闘
争

　

大
幅
な
引
上
げ
勧
告
だ

が
、
ま
ず
は
県
職
連
合
で
完

全
実
施
を
勝
ち
取
っ
て
い
た

だ
き
、
県
内
単
組
の
交
渉
を

後
押
し
願
い
た
い
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

　

職
員
を
守
る
立
場
で
の
対

応
は
無
論
、
個
別
案
件
に

も
、
当
局
と
連
携
し
、
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

公
立
病
院
の
全
部
適
用

　

公
立
岩
瀬
病
院
の
厳
し
い

実
態
は
県
本
部
も
認
識
し
て

い
る
。
全
適
の
問
題
含
め
、

労
使
で
は
限
界
も
あ
る
話
。

政
治
闘
争
の
中
で
の
位
置
づ

け
や
、
衛
生
医
療
評
議
会
と

の
連
携
を
図
り
た
い
。

定
年
延
長

　

定
年
延
長
に
係
る
調
査
の

要
望
を
頂
い
た
が
、
今
後
対

応
を
検
討
す
る
。

団
体
生
命
共
済

　

２
０
２
２
年
６
月
に
抜
本

改
正
が
行
わ
れ
、
従
来
の
一

律
掛
金
か
ら
男
女
別
年
齢
別

掛
金
に
な
り
、
50
歳
以
下
の

方
は
段
階
的
に
掛
金
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
来
年
の
10
月
発
効
で
最

終
的
な
掛
金
に
な
る
。
こ
れ

　

県
公
務
員
共
闘
会
議
は
10

月
29
日
に
副
知
事
交
渉
に
合

わ
せ
、「
２
０
２
４
秋
季
確

定
闘
争
勝
利
！
福
島
県
公
務

員
共
闘
総
決
起
集
会
」
を
開

催
し
た
。
県
庁
前
広
場
で
の

開
催
は
６
年
ぶ
り
。
県
内
か

ら
３
６
０
名
の
組
合
員
が
参

を
契
機
に
、
各
単
組
で
の
推

進
を
お
願
い
し
た
い
。

内
局
体
制
の
強
化

　

内
局
専
従
の
選
出
に
向
け

県
本
部
も
努
力
は
し
て
い
る

が
、
結
果
に
結
び
つ
か
な

い
。
各
単
組
の
協
力
が
な
く

て
は
な
し
え
な
い
の
で
、
是

非
、
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

地
区
連
合
の
再
編

　

思
い
は
五
十
嵐
代
議
員
と

同
じ
だ
が
、
人
や
財
政
が
厳

し
い
連
合
福
島
の
事
情
も
理

解
。
た
だ
、
財
政
や
な
り
手

不
足
を
前
面
に
し
た
見
直
し

提
案
に
は
違
和
感
。
６
地
域

に
再
編
さ
れ
て
も
、
地
区
の

運
動
が
継
承
さ
れ
る
よ
う
、

意
見
反
映
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
見
直
し

　

い
わ
き
市
の
個
別
施
設
計

加
し
た
。

　

集
会
冒
頭
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
に
立
っ
た
澤
村
英
行
議

長
は
「
県
の
勧
告
は
月
例

給
・
一
時
金
と
も
大
幅
な
引

上
げ
と
な
っ
た
。
今
後
は
勧

告
の
取
り
扱
い
が
焦
点
と
な

る
が
、
解
散
総
選
挙
の
執
行

執
行
部
答
弁

第50回衆院選
県本部推薦候補 全員当選

画
は
、
多
く
の
自
治
体
で
も

策
定
さ
れ
て
い
る
。
分
限
免

職
や
任
用
換
え
を
迫
ら
れ
な

い
よ
う
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。
県
職
連
合
か
ら
の
報
告

は
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
事

例
。
本
人
の
意
向
が
最
大
限

認
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み

を
お
願
い
す
る
。

人
事
評
価
制
度

　

本
格
実
施
を
す
る
に
し
て

も
、
ま
ず
は
勤
勉
手
当
か
ら

と
い
う
考
え
も
あ
る
し
、
公

務
貢
献
の
概
念
は
あ
る
の

で
、
そ
の
考
え
を
認
め
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
。
当

然
、
４
原
則
２
要
件
の
追

求
、
試
行
結
果
の
検
証
も
必

要
で
あ
る
。

新
規
採
用
職
員
の
組
織
化

　

入
庁
か
ら
半
年
を
迎
え
る

に
よ
り
、
国
の
給
与

法
改
正
の
時
期
は
不

透
明
。
１
日
も
早
く

給
与
改
定
、
差
額
支

給
を
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
の
決

意
を
述
べ
た
。

　

集
会
に
は
来
賓
と

し
て
、
連
合
福
島
・

澤
田
精
一
会
長
、
立

憲
民
主
党
県
連
・
金

子
恵
美
代
表
代
行
、
自
治
労

県
本
部
組
織
内
県
議
・
半
沢

雄
助
議
員
が
駆
け
付
け
、
激

励
と
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

寄
せ
た
。

　

集
会
基
調
提
起
後
、
集
会

参
加
者
は
副
知
事
交
渉
の
交

渉
団
を
送
り
出
し
、
市
内
デ

モ
行
進
に
出
発
。
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
、

賃
上
げ
等
を
訴
え
た
。

　

デ
モ
行
進
後
、
大
内
敦
夫

事
務
局
長
が
交
渉
経
過
を
報

告
。
佐
藤
宏
隆
副
知
事
の
回

答
は
「
勧
告
を
尊
重
す
る
立

タ
イ
ミ
ン
グ
で
オ
ル
グ
を
行

う
い
わ
き
市
職
連
合
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。
県

職
連
合
の
ケ
ー
ス
で
は
、
面

談
記
録
を
こ
ま
め
に
つ
け
て

い
る
支
部
は
、
他
の
支
部
よ

り
加
入
率
が
よ
い
。
地
道
な

取
り
組
み
が
必
要
だ
。

被
用
者
保
険
適
用
拡
大
等

　

連
合
も
、
全
被
用
者
へ
の

被
用
者
保
険
の
完
全
適
用
の

考
え
を
示
し
て
お
り
、
自
治

労
も
大
枠
で
は
連
合
の
考
え

に
賛
成
の
よ
う
で
あ
る
。
県

本
部
か
ら
は
改
め
て
「
国
保

連
労
組
協
議
会
を
通
じ
意
見

聴
取
を
行
う
こ
と
」
と
の
意

見
を
本
部
に
提
出
し
た
。
各

県
か
ら
も
慎
重
な
議
論
を
求

め
る
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た

こ
と
も
報
告
す
る
。

場
で
、
国
、
他
県
の
動
向
、

社
会
情
勢
、
財
政
状
況
を
踏

ま
え
検
討
す
る
」
と
い
っ

た
、
従
前
の
考
え
を
踏
ま
え

た
内
容
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
単
産
・
単
組
決

意
表
明
の
後
、「
２
０
２
４

秋
季
確
定
闘
争
に
勝
利
す
る

決
議
」
を
採
択
し
、
集
会
を

終
え
た
。

　

大
勢
の
組
合
員
を
集
め
て

の
久
々
の
大
衆
行
動
は
、
確

定
闘
争
勝
利
へ
の
機
運
を
高

め
る
取
り
組
み
と
な
っ
た
。

杉岡　　誠　　2,156票　当選
（無所属・現②　48歳）

飯舘村長選挙（9／28 告示　10／6 投票）

第50回衆議院議員選挙（10／15 公示　10／27 投票）
福島県選挙区結果
第１区　金子　恵美　立憲民主党・前④　59歳　124,441票　当選
第２区　玄葉光一郎　立憲民主党・前⑪　60歳　123,256票　当選
第３区　小熊　慎司　立憲民主党・前⑤　56歳　 96,814票　当選
第４区　斎藤　裕喜　立憲民主党・新①　45歳　 78,708票　比※

※「比」は比例区で復活比例区（東北ブロック比例）単独候補結果
馬場　雄基　立憲民主党・前②　32歳　当選

飯 舘 村 長 選
県本部推薦候補 杉岡 誠氏 再選

県
公
務
員
共
闘
会
議

県
庁
前
広
場
で
６
年
ぶ
り
の
総
決
起
集
会
を
開
催
！

金子　恵美 氏 玄葉光一郎 氏

小熊　慎司 氏 斎藤　裕喜 氏

多くの組合員を集めた県公務員共闘総決起集会

デモ行進で賃上げを訴える


